
は　
あ　
り　
ま　
せ　
ん　
。　
し　
か　
し　
何　
度　
か　
足　
を　
運　

ぶ　
う　
ち　
、　
持　
参　
し　
た　
酒　
を　
現　
地　
の　
人　
と　
酌　

み　
交　
わ　
す　
ま　
で　
に　
な　
り　
、　「　
米　
は　
門　
外　
不　

出　
だ　
が　
種　
籾　
な　
ら　
」　
と　
、　
や　
っ　
と　
の　
思　
い　

で　
種　
籾　
を　
入　
手　
す　
る　
こ　
と　
が　
で　
き　
ま　
し　
た　
。　

岡　
山　
と　
新　
潟　
で　
は　
気　
候　
風　
土　
が　
全　
く　
違　

い　
、　
社　
員　
総　
出　
で　
田　
植　
え　
を　
し　
た　
一　
年　
目　

は　
ほ　
ぼ　
全　
滅　
。　
コ　
シ　
ヒ　
カ　
リ　
よ　
り　
三　
十　
セ　

ン　
チ　
も　
背　
が　
高　
い　
た　
め　
倒　
伏　
し　
や　
す　
く　
、　

脱　
粒　
も　
多　
い　
の　
で　
す　
。　
収　
穫　
時　
期　
が　
晩　
稲　

の　
コ　
シ　
ヒ　
カ　
リ　
よ　
り　
も　
一　
カ　
月　
も　
遅　
い　
こ　
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法　
を　
確　
立　
し　
ま　
し　
た　
。　
同　
社　
の　

営　
業　
グ　
ル　
ー　
プ　
リ　
ー　
ダ　
ー　
稲　
川　

さ　
ん　
は　
「　
雄　
町　
は　
涙　
な　
く　
し　
て　

語　
れ　
な　
い　
」　
と　
振　
り　
返　
り　
ま　
す　
。　

昭　
和　
六　
十　
三　
年　
、　
関　
東　
信　
越　

国　
税　
局　
鑑　
評　
会　
で　
春　
秋　
連　
続　
の　

金　
賞　
を　
は　
じ　
め　
、　
数　
々　
の　
受　
賞　

歴　
を　
誇　
る　
「　
越　
の　
雄　
町　
」　。　
稲　
川　

さ　
ん　
が　
「　
他　
社　
が　
真　
似　
で　
き　
な　

い　
ほ　
ど　
苦　
労　
し　
た　
」　
と　
語　
る　
と　
お　
り　
、　
酒　

造　
会　
社　
が　
米　
作　
り　
か　
ら　
手　
が　
け　
た　
酒　
は　
珍　

し　
い　
存　
在　
で　
す　
。　

現　
在　
の　
同　
社　
の　
杜　
氏　
、　
田　
中　
さ　
ん　
は　
ま　

だ　
三　
十　
代　
。　
全　
国　
唯　
一　
の　
醸　
造　
科　
で　
有　
名　

な　
県　
立　
吉　
川　
高　
校　
出　
身　
で　
、　
父　
親　
も　
酒　
造　

り　
職　
人　
で　
し　
た　
。　「　
越　
の　
雄　
町　
」　
の　
開　
発　

で　
は　
先　
代　
杜　
氏　
の　
下　
、　
酒　
造　
り　
の　
全　
工　
程　

で　
試　
行　
錯　
誤　
を　
繰　
り　
返　
し　
「　
あ　
の　
経　
験　
は　

大　
き　
な　
財　
産　
に　
な　
っ　
た　
」　
と　
語　
り　
ま　
す　
。　

先　
代　
社　
長　
と　
先　
代　
杜　
氏　
は　
「　
若　
い　
人　
を　

育　
て　
な　
い　
と　
会　
社　
が　
潰　
れ　
る　
」　
と　
、　
職　
人　

育　
成　
に　
力　
を　
注　
ぎ　
ま　
し　
た　
。　
昔　
は　
「　
職　
人　

の　
技　
は　
盗　
ん　
で　
覚　
え　
ろ　
」　
と　
言　
わ　
れ　
、　
先　

輩　
の　
仕　
事　
を　
見　
て　
体　
で　
覚　
え　
た　
も　
の　
。　
し　

か　
し　
先　
代　
杜　
氏　
は　
技　
術　
を　
基　
礎　
か　
ら　
き　
ち　

ん　
と　
教　
え　
て　
く　
れ　
、　「　
お　
か　
げ　
で　
早　
く　
技　

術　
が　
身　
に　
付　
い　
た　
」　
と　
語　
る　
田　
中　
さ　
ん　
。　

よ　
い　
杜　
氏　
の　
条　
件　
を　
「　
蔵　
人　

く
ら
び
と

の　
和　
を　
大　
切　

に　
人　
を　
動　
か　
す　
こ　
と　
」　
と　
い　
う　
田　
中　
さ　
ん　

の　
考　
え　
は　
こ　
う　
し　
て　
培　
わ　
れ　
、　
当　
時　
県　
内　

で　
も　
最　
年　
少　
の　
杜　
氏　
が　
誕　
生　
し　
ま　
し　
た　
。　

「　
越　
の　
雄　
町　
」　
は　
毎　
年　
、　
そ　
の　
年　
の　
米　

の　
出　
来　
や　
水　
の　
吸　
い　
加　
減　
を　
杜　
氏　
が　
掌　
で　

見　
極　
め　
る　
こ　
と　
か　
ら　
始　
め　
ま　
す　
。　
洗　
米　
は　

今　
も　
手　
作　
業　
。　
数　
秒　
の　
誤　
差　
も　
許　
さ　
れ　
ず　
、　

手　
の　
動　
か　
し　
方　
も　
均　
一　
に　
。　
杜　
氏　
が　
付　
き　

き　
り　
で　
見　
守　
り　
ま　
す　
。　

酒　
造　
の　
要　
・　
蒸　
米　
工　
程　
に　
は　
、　
数　
年　
前　

に　
連　
続　
蒸　
米　
機　
を　
入　
れ　
、　
今　
で　
は　
蒸　
米　
機　

の　
調　
整　
も　
進　
み　
、　
昔　
の　
甑　

こ
し
き

（　
蒸　
し　
器　
）　
に　

遜　
色　
な　
い　
蒸　
米　
が　
で　
き　
る　
と　
い　
い　
ま　
す　
。　

そ　
れ　
で　
も　
「　
越　
の　
雄　
町　
」　
だ　
け　
は　
蒸　
か　
し　

方　
が　
違　
う　
よ　
う　
で　
す　
。　

蒸　
米　
に　
麹　
と　
酒　
母　
を　
加　
え　
、　
タ　
ン　
ク　
に　

仕　
込　
ん　
で　
モ　
ロ　
ミ　
を　
作　
り　
ま　
す　
。　
温　
度　
調　

節　
は　
筵　
を　
巻　
い　
た　
り　
冷　
水　
を　
通　
し　
た　
り　
と　

至　
っ　
て　
単　
純　
。　
一　
日　
三　
回　
、　
手　
で　
か　
き　
混　

ぜ　
て　
、　
表　
面　
を　
見　
、　
温　
度　
を　
調　
節　
し　
、　
糖　

度　
・　
酸　
度　
・　
ア　
ル　
コ　
ー　
ル　
分　
を　
確　
認　
し　
ま　

す　
。　
酵　
母　
は　
生　
き　
物　
だ　
け　
に　
、　
気　
温　
や　
湿　

度　
、　
発　
酵　
の　
進　
み　
具　
合　
な　
ど　
で　
温　
度　
調　
節　

は　
〇　
・　
五　
度　
刻　
み　
。　「　
数　
値　
も　
大　
切　
だ　
が　
、　

新　
潟　
県　
長　
岡　
市　
は　
、　
県　
の　
中　
央　
部　
に　
位　

置　
す　
る　
人　
口　
約　
十　
九　
万　
二　
千　
人　
の　
都　
市　
で　

す　
。　
交　
通　
の　
要　
衝　
で　
古　
く　
か　
ら　
商　
業　
が　
栄　

え　
、　
豊　
か　
な　
米　
の　
産　
地　
を　
背　
景　
に　
、　
県　
内　

最　
多　
に　
近　
い　
十　
七　
社　
ほ　
ど　
の　
酒　
造　
会　
社　
が　

あ　
り　
ま　
す　
。　「　
美　
の　
川　
酒　
造　
株　
式　
会　
社　
」　

は　
文　
政　
十　
年　
の　
創　
業　
以　
来　
、　
酒　
造　
り　
一　
筋　

の　
老　
舗　
。　
年　
間　
製　
造　
量　
二　
千　
石　
は　
県　
内　
で　

は　
中　
堅　
に　
属　
し　
、　
一　
升　
二　
千　
円　
前　
後　
の　
酒　

を　
扱　
う　
酒　
造　
会　
社　
で　
は　
ト　
ッ　
プ　
ク　
ラ　
ス　
で　

す　
。　

一　
升　
一　
万　
円　
と　
い　
う　
同　
社　
の　
看　
板　
商　
品　

が　
「　
越　こし
の　
雄　
町　

お
ま

ち

」　。　
幻　
の　
酒　
米　
「　
雄　
町　
」　

で　
造　
っ　
た　
純　
米　
大　
吟　
醸　
酒　
で　
す　
。　
先　
々　
代　

の　
杜　
氏　
が　
引　
退　
の　
際　
「　
雄　
町　
と　
い　
う　
幻　
の　

米　
で　
吟　
醸　
酒　
を　
造　
っ　
て　
み　
た　
か　
っ　
た　
」　
と　

語　
っ　
た　
の　
が　
発　
端　
。　
調　
べ　
て　
み　
る　
と　
「　
雄　

町　
」　
は　
有　
名　
な　
酒　
米　
「　
山　
田　
錦　
」　「　
五　
百　
万　

石　
」　の　
祖　
父　
に　
当　
た　
り　
、　
岡　
山　
県　
で　
少　
量　

が　
生　
産　
さ　
れ　
て　
い　
る　
と　
分　
か　
り　
ま　
し　
た　
。　

昭　
和　
六　
十　
年　
、　
岡　
山　
に　
赴　
い　
た　
先　
代　
社　

長　
で　
す　
が　「　
雄　
町　
」　を　
売　
っ　
て　
く　
れ　
る　
農　
家　

新
潟
県
長
岡
市

幻　
の　
米
を　
自
ら　
栽
培　
し　

新　
し　
い　
酒　
の　
開
発　
に　
成
功

―
米
作　
り　
か　
ら　
始　
め　
た　
酒
造
会
社　
の　
取　
り　
組　
み
―

と　
も　
新　
潟　
に　
は　
不　
向　
き　
で　
し　
た　
。　「　
美　
の　

川　
は　
あ　
ん　
な　
米　
に　
手　
を　
出　
し　
て　
」　
と　
周　
囲　

も　
冷　
や　
や　
か　
で　
し　
た　
。　

そ　
ん　
な　
中　
、　
刈　
羽　
郡　
小　
国　
町　
の　
一　
反　
だ　

け　
は　
無　
事　
収　
穫　
で　
き　
、　
二　
年　
目　
の　
種　
籾　
を　

確　
保　
す　
る　
と　
と　
も　
に　
、　
肥　
沃　
な　
土　
地　
と　
相　

性　
が　
悪　
い　
こ　
と　
が　
分　
か　
り　
ま　
し　
た　
。　「　
五　

百　
万　
石　
」　
生　
み　
の　
親　
、　
國　
武　
正　
彦　
氏　
の　
協　

力　
を　
得　
て　
農　
事　
暦　
を　
作　
り　
、　
農　
家　
に　
説　
明　

会　
も　
開　
き　
ま　
し　
た　
。　
し　
か　
し　
「　
三　
年　
分　
の　

米　
を　
貯　
め　
て　
か　
ら　
、　
よ　
い　
酒　
を　
造　
る　
」　
と　

い　
う　
考　
え　
か　
ら　
、　
す　
ぐ　
に　
は　
酒　
作　
り　
を　
始　

め　
ま　
せ　
ん　
で　
し　
た　
。　
先　
代　
社　
長　
自　
ら　
先　
頭　

に　
立　
ち　
、　
若　
い　
社　
員　
と　
田　
植　
え　
や　
稲　
刈　
り　

に　
励　
み　
ま　
し　
た　
が　
、　
酒　
造　
会　
社　
と　
し　
て　
は　

辛　
い　
時　
期　
で　
し　
た　
。　

コ　
シ　
ヒ　
カ　
リ　
の　
数　
倍　
の　
買　
取　
価　
格　
を　
保　

障　
し　
て　
農　
家　
の　
協　
力　
を　
得　
、　「　
雄　
町　
」　
は　

三　
年　
目　
に　
よ　
う　
や　
く　
収　
穫　
が　
安　
定　
し　
ま　
し　

た　
。　
次　
は　
酒　
造　
り　
で　
す　
が　
、　
難　
問　
が　
続　
出　

し　
ま　
す　
。　「　
雄　
町　
」　
は　
心　
白　
と　
呼　
ば　
れ　
る　

米　
の　
中　
心　
が　
太　
く　
、　
吟　
醸　
酒　
用　
の　
四　
〇　
％　

の　
精　
白　
に　
も　
耐　
え　
る　
優　
秀　
な　
米　
。　
反　
面　
、　

軟　
質　
米　
な　
の　
で　
当　
地　
の　
軟　
水　
で　
仕　
込　
む　
と　

酒　
が　
「　
軟　
ら　
か　
す　
ぎ　
る　
」　
の　
で　
す　
。　
特　
に　
、　

し　
こ　
み　
を　
左　
右　
す　
る　
蒸　
米　
に　
は　
技　
と　
気　
配　

り　
が　
必　
要　
で　
し　
た　
。　
す　
べ　
て　
の　
工　
程　
が　
手　

づ　
く　
り　
の　
た　
め　
普　
通　
酒　
の　
何　
倍　
も　
手　
間　
が　

か　
か　
り　
、　
先　
代　
の　
杜　
氏　
が　
苦　
心　
の　
末　
に　
製　

幻　
の　
米　
を　
使　
っ　
て　
造　
る　

一
升
一
万
円　
の　
看
板
商
品

酒
造
り
の
本
場　
・　
新
潟
に

代
々
続
く
老
舗

よ　
う　
や　
く
手　
に　
入　
れ　
た　
種
籾

一
年
目　
は　
土
地　
に　
根
付　
か　
ず　
失
敗

三
年
目
に
収
穫
が
安
定

苦
心
の
酒
造
り
の
末
に
金
賞
受
賞

1.8 （カートン入り）9,524円（税別）

※カートン無し価格も設定

720 （カートン入り）3,809円（税別）

※カートン無し価格も設定

1.8 2,000円（カートン別売）
720 900円（カートン別売）
180    230円（ガラスカップ入り）

※カートン無し価格も設定

最　
後　
は　
口　
に　
含　
ん　
で　
決　
め　
る　
」　
と　
い　
う　
言　

葉　
に　
、　
杜　
氏　
の　
自　
信　
が　
の　
ぞ　
き　
ま　
す　
。　

二　
十　
日　
あ　
ま　
り　
の　
仕　
込　
み　
が　
終　
わ　
る　
と　
、　

圧　
搾　
機　
で　
圧　
力　
を　
か　
け　
て　
絞　
り　
ま　
す　
。　

「　
越　
の　
雄　
町　
」　
だ　
け　
は　
綿　
製　
の　
酒　
袋　
を　
使　

っ　
て　
の　
手　
作　
業　
。　
絞　
り　
方　
は　
秘　
密　
で　
す　
が　
、　

簡　
単　
に　
い　
う　
と　
「　
圧　
を　
か　
け　
な　
い　
」　「　
絞　

り　
す　
ぎ　
な　
い　
」　
こ　
と　
だ　
そ　
う　
で　
す　
。　

「　
越　
の　
雄　
町　
」　の　
味　
を　
田　
中　
さ　
ん　
は　「　
あ　

え　
て　
香　
り　
を　
抑　
え　
、　
口　
に　
含　
ん　
だ　
と　
き　
の　

ま　
ろ　
や　
か　
さ　
を　
前　
面　
に　
出　
し　
た　
」　
と　
表　
現　

し　
ま　
す　
。　
同　
社　
の　
酒　
は　
代　
々　
、　
香　
り　
よ　
り　

う　
ま　
み　
重　
視　
の　
「　
旨　
口　
」　。　
辛　
口　
の　
酒　
に　

も　
ほ　
の　
か　
な　
甘　
味　
が　
感　
じ　
ら　
れ　
「　
肴　
が　
い　

ら　
な　
い　
」　
味　
わ　
い　
深　
さ　
が　
身　
上　
で　
す　
。　

一　
方　
、　
銀　
山　
平　
・　
荒
澤
岳

あ
ら
さ
わ
だ
け

の　
伏　
流　
水　
で　

仕　
込　
ん　
だ　
本　
醸　
造　
酒　
「　
荒　
澤　
岳　
」　
は　
ス　
ッ　

キ　
リ　
し　
た　
飲　
み　
口　
。　
水　
を　
生　
か　
し　
「　
山　
の　

緑　
を　
飲　
ん　
で　
い　
る　
よ　
う　
な　
」　
澄　
ん　
だ　
味　
が　

特　
長　
で　
す　
。　
売　
上　
の　
一　
部　
を　
自　
然　
保　
護　
の　

た　
め　
寄　
付　
す　
る　
試　
み　
も　
行　
っ　
て　
い　
ま　
す　
。　

コ　
ン　
ピ　
ュ　
ー　
タ　
ー　
全　
盛　
の　
時　
代　
に　「　
手　
づ　

く　
り　
」　の　
酒　
造　
り　
を　
続　
け　
る　
美　
の　
川　
酒　
造　
。　

売　
上　
優　
先　
で　
な　
く　
「　
設　
備　
よ　
り　
人　
」　
を　
大　
切　

に　
し　「　
心　
を　
ど　
う　
入　
れ　
る　
か　
」　に　
腐　
心　
し　
て　

生　
ま　
れ　
る　
酒　
は　
、　
代　
々　
飲　
み　
継　
が　
れ　
る　
日　

本　
の　
味　
。　「　
お　
い　
し　
い　
酒　
を　
守　
り　
た　
い　
」　
と　
語　

る　
田　
中　
さ　
ん　
の　
顔　
に　
、　
酒　
造　
り　
の　
担　
い　
手　

と　
し　
て　
の　
自　
負　
を　
感　
じ　
ま　
し　
た　
。　

杜
氏
の
自
信
が
の
ぞ
く

手
作
業
を
大
切
に
し
た
酒
造
り

ま　
ろ　
や　
か　
さ　
を　
前
面　
に　
出　
し　
た　

「　
旨
口　
」　の　
酒　
の　
味　
わ　
い　

美の川酒造株式会社

文政10年（1827）

新潟県長岡市宮原2-13-31

0258-32-0607

0120-25-8333

http://www1.ocn.ne.jp/̃
minogawa/

名　称：

創　業：

住　所：　

電　話：

U R L：　

事業概要

若
者
を
育
て
る
先
代
の
努
力
で

最
年
少
の
杜
氏
が
誕
生
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江越参事官

た　
。　
開　
会　
式　
で　
は　
西　
川　
経　
済　
産　

業　
大　
臣　
政　
務　
官　
か　
ら　
の　
ご　
挨　
拶　

（　
江　
越　
経　
済　
産　
業　
大　
臣　
参　
事　
官　
代　

読　
）　
を　
い　
た　
だ　
き　
、　
続　
い　
て　
映　

画　
作　
家　
の　
大　
林　
宣　
彦　
氏　
、　
沖　
縄　

コ　
ン　
ベ　
ン　
シ　
ョ　
ン　
セ　
ン　
タ　
ー　
館　

長　
の　
比　
嘉　
悦　
子　
氏　
、　
金　
武　
町　
長　

の　
儀　
武　
剛　
氏　
の　
三　
氏　
に　
よ　
る　
ト　

ー　
ク　
・　
イ　
ン　
形　
式　
の　
講　
演　
会　
が　

行　
わ　
れ　
ま　
し　
た　
。　

講　
演　
会　
の　
中　
で　
大　
林　
氏　
は　
、　
自　
ら　
の　
創　

作　
活　
動　
と　
重　
ね　
合　
わ　
せ　
な　
が　
ら　
、　「　
わ　
が　

ふ　
る　
さ　
と　
の　
、　
そ　
こ　

に　
し　
か　
な　
い　
、　
そ　
こ　

だ　
け　
に　
あ　
る　
も　
の　
を　

尊　
ぶ　
」　
こ　
と　
の　
大　
切　

さ　
を　
訴　
え　
、　『　
ま　
ち　
お　

こ　
し　
』　
で　
は　
な　
く　

『　
ま　
ち　
守　
り　
』　
の　
視　
点　

を　
持　
ち　
た　
い　
と　
提　
言　

し　
ま　
し　
た　
。　
比　
嘉　
氏　

は　
ハ　
ワ　
イ　
な　
ど　
の　
観　

光　
芸　
能　
の　
事　
例　
を　
交　

え　
な　
が　
ら　
、　
そ　
の　
ま　

ち　
の　
人　
々　
の　
心　
の　
中　

に　
あ　
る　
も　
の　
こ　
そ　
が　

「　
本　
物　
」　
と　
語　
り　
、　
儀　

「　
2  
0  
0  
2  
年
度　
エ　
ネ　
ル　
ギ　
ー　
プ　
ラ　
ザ
沖
縄　
・　
金
武
町　
」　
開
催

武　
氏　
は　
「　
町　
が　
変　
わ　
る　
た　
め　
に　
は　
そ　
こ　
に　

住　
む　
人　
が　
変　
わ　
ら　
な　
け　
れ　
ば　
な　
ら　
な　
い　
、　

そ　
の　
た　
め　
に　
は　
自　
分　
の　
目　
で　
見　
て　
感　
じ　
る　

こ　
と　
」　
と　
、　
三　
氏　
が　
そ　
れ　
ぞ　
れ　
の　
立　
場　
か　

ら　
発　
言　
し　
、　
意　
見　
交　
換　
を　
行　
い　
ま　
し　
た　
。　

二　
日　
目　
は　
観　
光　
や　
地　
域　
経　
営　
な　
ど　
の　
各　

テ　
ー　
マ　
ご　
と　
に　
分　
か　
れ　
た　
「　
地　
域　
振　
興　
事　

業　
検　
討　
会　
」　
と　
「　
パ　
ソ　
コ　
ン　
プ　
レ　
ゼ　
ン　
テ　

ー　
シ　
ョ　
ン　
実　
習　
コ　
ー　
ス　
」　
が　
行　
わ　
れ　
、　
各　

コ　
ー　
デ　
ィ　
ネ　
ー　
タ　
ー　
の　
基　
調　
講　
演　
・　
事　
例　

発　
表　
の　
後　
、　
午　
後　
か　
ら　
は　
参　
加　
者　
も　
交　
え　

た　
活　
発　
な　
意　
見　
交　
換　
が　
な　
さ　
れ　
ま　
し　
た　
。　

各　
検　
討　
会　
で　
は　
、　
先　
進　
的　
な　
事　
例　
が　
多　
数　

紹　
介　
さ　
れ　
、　
地　
元　
金　
武　
町　
は　
「　
田　
芋　
を　
中　

心　
と　
し　
た　
特　
産　
品　
に　
よ　
る　
地　
域　
振　
興　
」　
を　

発　
表　
、　
参　
加　
者　
の　
関　
心　
を　
集　
め　
ま　
し　
た　
。　

去　
る　
一　
月　
二　
十　
九　
日　
か　
ら　
三　
十　
一　
日　
の　

三　
日　
間　
、　
沖　
縄　
県　
金　
武　
町　
に　
て　
「　
2  
0  
0  

2  
年　
度　
エ　
ネ　
ル　
ギ　
ー　
プ　
ラ　
ザ　
沖　
縄　
・　
金　
武　

町　
」　
が　
開　
催　
さ　
れ　
ま　
し　
た　
。　
こ　
の　
イ　
ベ　
ン　

ト　
は　
全　
国　
の　
電　
源　
地　
域　
の　
関　
係　
者　
が　
一　
堂　

に　
集　
い　
、　
地　
域　
振　
興　
に　
関　
す　
る　
実　
践　
力　
の　

向　
上　
を　
は　
か　
る　
も　
の　
で　
、　
今　
年　
で　
十　
七　
回　

目　
に　
な　
り　
ま　
す　
。　

初　
日　
は　
あ　
い　
に　
く　
全　
国　
的　
な　
荒　
天　
に　
見　

舞　
わ　
れ　
、　
南　
国　
沖　
縄　
で　
も　
ふ　
る　
え　
る　
ほ　
ど　

の　
寒　
さ　
で　
し　
た　
が　
、　
各　
地　
か　
ら　
七　
百　
名　
を　

超　
え　
る　
参　
加　
者　
に　
お　
越　
し　
い　
た　
だ　
き　
ま　
し　

比嘉館長氏 大林監督氏 儀武町長氏
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宮　
崎　
県　
宮　
崎　
市　
に　
て　
、　
九　
州　
経　
済　
産　
業　

局　
主　
催　
の　
「　
電　
気　
の　
ふ　
る　
さ　
と　
交　
流　
会　
2  

0  
0  
2  
」　
が　
平　
成　
十　
四　
年　
十　
二　
月　
十　
九　
日　

に　
開　
催　
さ　
れ　
ま　
し　
た　
。　

今　
年　
は　
「　
元　
気　
が　
つ　
く　
る　
人　
と　
地　
域　
〜　

ロ　
ー　
カ　
ル　
パ　
ワ　
ー　
の　
情　
報　
発　
信　
と　
は　
〜　
」　

平　
成　
十　
五　
年　
二　
月　
十　
四　
日　
（　
金　
）　
か　
ら　

二　
月　
十　
八　
日　
（　
火　
）　
ま　
で　
の　
五　
日　
間　
、　
仙　

台　
市　
の　
藤　
崎　
本　
館　
七　
階　
催　
事　
場　
に　
て　
、　
電　

源　
地　
域　
振　
興　
セ　
ン　
タ　
ー　
主　

催　
、　
経　
済　
産　
業　
省　
・　
東　
北　

経　
済　
産　
業　
局　
後　
援　
の　
「　
電　

気　
の　
ふ　
る　
さ　
と　
じ　
ま　
ん　
市　

仙　
台　
」　
が　
開　
催　
さ　
れ　
、　
連　

日　
会　
場　
を　
埋　
め　
尽　
く　
す　
人　

で　
賑　
わ　
い　
を　
見　
せ　
て　
い　
ま　

し　
た　
。　

こ　
の　
物　
産　
展　
は　
、　
電　
源　

地　
域　
で　
育　
ま　
れ　
た　
産　
物　
の　

数　
々　
や　
豊　
か　
な　
観　
光　
資　
源　

を　
開　
催　
地　
の　
皆　
様　
に　
紹　
介　

す　
る　
こ　
と　
に　
よ　
り　
、　
特　
産　

品　
の　
販　
路　
や　
交　
流　
人　
口　
の　

拡　
大　
を　
支　
援　
す　
る　
こ　
と　
を　

目　
的　
に　
、　
年　
に　
一　
度　
、　
各　

地　
域　
の　
主　
要　
都　
市　
で　
開　
催　

さ　
れ　
て　
い　
る　
も　
の　
で　
す　
。　

十　
回　
目　
と　
な　
る　
今　
回　
は　
、　

北　
海　
道　
か　
ら　
沖　
縄　
ま　
で　
の　

七　
十　
三　
市　
町　
村　
か　
ら　
六　
十　

七　
小　
間　
の　
出　
展　
が　
あ　
り　
ま　

し　
た　
。　

会　
場　
内　
で　
は　
、　
特　
産　
品　

の　
販　
売　
の　
ほ　
か　
、　
調　
理　
実　

演　
・　
販　
売　
、　
各　
地　
の　
特　
産　

品　
を　
日　
替　
わ　
り　
で　
先　
着　
二　
百　
名　
へ　
の　
プ　
レ　

ゼ　
ン　
ト　
、　
電　
気　
の　
ふ　
る　
さ　
と　
フ　
ォ　
ト　
サ　
ー　

ビ　
ス　
な　
ど　
も　
行　
わ　
れ　
ま　
し　
た　
。　

「　
電
気　
の　
ふ　
る　
さ　
と　
交
流
会　
2  
0  
0  
2  
」　

開
催

を　
メ　
ー　
ン　
テ　
ー　
マ　
に　
掲　
げ　
、　
開　
会　
式　
に　
続　

い　
て　
、　「　
日　
韓　
ワ　
ー　
ル　
ド　
カ　
ッ　
プ　
が　
残　
し　

た　
も　
の　
と　
は　
」　
を　
テ　
ー　
マ　
に　
ト　
ー　
ク　
シ　
ョ　

ー　
形　
式　
の　
特　
別　
講　
演　
が　
行　
わ　
れ　
ま　
し　
た　
。　

休　
憩　
の　
後　
「　
地　
域　
で　
育　
て　
る　
文　
化　
」　「　
人　

に　
や　
さ　
し　
い　
ま　
ち　
づ　
く　
り　
」　
と　
題　
し　
た　
二　

つ　
の　
パ　
ネ　
ル　
デ　
ィ　
ス　
カ　

ッ　
シ　
ョ　
ン　
が　
行　
わ　
れ　
ま　

し　
た　
。　

ま　
た　
意　
見　
交　
換　
の　
場　

で　
は　
、　
第　
一　
分　
科　
会　
の　

パ　
ネ　
ラ　
ー　
岩　
切　
氏　
が　
率　

い　
る　
橘　
太　
鼓　
「　
響　
座　
」　

の　
和　
太　
鼓　
の　
パ　
フ　
ォ　
ー　

マ　
ン　
ス　
が　
披　
露　
さ　
れ　
、　

参　
加　
者　
か　
ら　
拍　
手　
喝　
采　

が　
起　
こ　
っ　
て　
い　
ま　
し　
た　
。　

仙台市で「電気のふるさとじまん市 仙台」開催

中津江村長 坂本休

ドイツ第一国営放送東京支局（プロデューサー） ハンス・ギュンター・クラウト
ドイツサッカー協会（ドイツ代表チームマネジメントディレクター） ベルント・パフ
宮崎県商工観光労働部次長 日高康貴

コーディネーター 坂井淳子

特別講演
出席者

（写真右から）


